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本日の議論

⚫ 前回の制度検討作業部会で御報告させていただいた2022年度メインオークション（実
需給2026年度）約定結果への御意見を踏まえ、容量市場に応札している電源や供
給力として確保された電源の状況に関して分析を深めたので、その報告を行わせていた
だきたい。

⚫ また、今後開催判断が行われる追加オークション（2024年度実需給向け）や次回の
2023年度メインオークション（2027年度実需給向け）に向け、電力広域的運営推
進機関（以下「広域機関」という。）の「調整力及び需給バランス評価等に関する委員
会」（以下「調整力等委」という。）における検討を受けて、容量市場における必要供
給力に関して整理を進めたので、御議論をいただきたい。
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1. 供給力の確保状況に関する分析

2. 容量市場における必要供給力の見直し方針
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供給力調達状況に関する分析について

⚫ 前回の制度検討作業部会における議論では、容量市場で確保されている供給力の特
徴や不落札電源の特徴を把握することにより、供給力の全体像を分析していくことが重
要である旨の御意見をいただいたところ。

⚫ 既に広域機関による一定の分析が約定結果と共に公表されているが、今回は発電方
式や経過年数といった発電設備の特徴について、落札・不落札といったカテゴリごとの様
子や時系列での変化を把握するために分析を実施した。今後容量市場での供給力確
保の状況を把握していくにあたり、各分析結果について御意見をいただきたい。

No 分析のラインナップ

1 落札・不落札(上限価格内)・不落札(上限価格超)別 発電方式別の容量・構成比 （2024年度・2025年度・2026年度）

2 落札・不落札(上限価格内)・不落札(上限価格超)別 発電設備の経過年数レンジ別 容量 （2024年度・2025年度・2026年度）

3 落札・不落札(上限価格内)・不落札(上限価格超)別 経過年数レンジ別・発電方式別 容量 （2026年度 *最新年度のみ）

4 落札・不落札(上限価格内)・不落札(上限価格超)別 非効率石炭容量・構成比 （2024年度・2025年度・2026年度）
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1. 発電方式別容量・構成比（年度別・落札/不落札別）

落札 不落札（上限価格内） 不落札（上限価格超）

2024
年度

2025
年度

2026
年度

(単位：MW)一般水力 揚水*1 石炭等*2 LNG 石油その他*3 原子力 発動指令

13,308 , 8%

21,377 , 
13%

41,255 , 
25%

69,317 , 
41%

10,716 , 6%

7,041 , 4%
4,151 , 3%

その他再エネ*4：288MW
変動アグリ ：240MW

13,088 , 8%

22,041 , 
14%

40,111 , 
24%

67,303 , 
41%

8,809 , 5%

8,562 , 5%
4,751 , 3%

13,057 , 
8%

23,331 , 
15%

39,554 , 
24%

63,708 , 
39%

8,678 , 5%

7,756 , 5%
5,842 , 4%

433 , 5%
230 , 3%

3,945 , 
48%

2,649 
, 33%

908 , 11%

7,943 , 
77%

2,290 , 
22%

55 , 1%

641 , 17%

1,067 , 
29%

2,026 
, 54%

1,623 , 
38%

2,703 
, 62%

756 , 24%

725 , 23%

1,695 
, 53%

該当なし

■落札電源における火力
電源比率(石炭等、LNG、
石油その他)は低下傾向
2024年度：72.3%
2025年度：70.3%
2026年度：68.8%

その他再エネ*4 ：303MW
変動アグリ ：373MW

その他再エネ*4 ：297MW
変動アグリ ：487MW

その他再エネ*4 ：4MW
変動アグリ ：7MW

167,692 *5
(応札の97.5%)

4,326
(応札の2.5%)

165,342 *5
(応札の93.3%)

8,175
(応札の4.6%)

3,733
(応札の2.1%)

162,711 *5
(応札の92.4%)

10,288
(応札の5.8%)

3,176
(応札の1.8%)

■不落札電源(上限価格
内)におけるLNG火力容量
が増加
2025年度：3,945MW
2026年度：7,943MW

■不落札電源(上限価格
超)における石炭火力容量
が増加傾向
2024年度：0 MW
2025年度：641MW
2026年度：756MW

*1 揚水：純揚水と混合揚水を合算 *2 石炭等：石炭とバイオマス混焼を合算 *3 石油その他：石油・LPG・歴青質混合物・その他ガスを合算 *4 その他再エネ：太陽光・風力・地熱・バイオマス専焼・廃棄物を合算
*5 落札分の外数で見込まれる供給力(MW) 2024年度：(FIT分)11,789 (追加オークション)0 2025年度：(FIT分)13,363 (追加オークション)3,167 2026年度：(FIT分)14,767 (追加オークション)3,181

■FIT分供給力の増加や
2025年度以降追加オー
クション調達分を予定する
ことにより落札量減少
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2. 経過年数*1別構成容量（年度別・落札/不落札別）*変動アグリ・発動指令電源を除く

落札 不落札（上限価格内） 不落札（上限価格超）
(単位：MW)

2024
年度

2025
年度

2026
年度

13,566 
10,560 

16,337 

9,225 

17,519 

26,896 

16,311 
13,126 13,007 

9,416 
6,210 

2,901 3,162 
1,512 

3,555 
515 572 

2,131 1,108 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

11,770 11,071 

15,935 

9,393 

17,362 

22,539 
20,346 

8,728 
10,451 11,892 

9,053 

3,180 3,301 
1,625 

3,573 
5 544 6 61 1,004 1,383 

1,140 3,003 
115 

349 
514 578 1,725 276 153 140 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

10,594 11,383 
14,182 12,772 12,945 

25,454 

18,689 

8,372 8,620 
10,591 9,189 

4,248 3,128 2,451 3,762 
54 

2,051 
4,631 

1,954 579 965 0 349 39 725 1,771 
153 140 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0～5 70年以上5～10 10～15 15～20 20～25 25～30 30～35 35～40 40～45 45～50 50～55 55～60 60～65 65～70

0～5 70年以上5～10 10～15 15～20 20～25 25～30 30～35 35～40 40～45 45～50 50～55 55～60 60～65 65～70

0～5 70年以上5～10 10～15 15～20 20～25 25～30 30～35 35～40 40～45 45～50 50～55 55～60 60～65 65～70

落札 ：163,301
不落札(上限価格内) ：0
不落札(上限価格超) ：4,326

落札 ：160,218
不落札(上限価格内) ：7,260
不落札(上限価格超) ：3,733

落札 ：156,382
不落札(上限価格内) ：10,233
不落札(上限価格超) ：3,176

■経過年数65年以上の供給力
はいずれも落札(2024年度・
2025年度も同様)

■不落札(上限価格内) の経過
年数における最頻(最大)区分
が「40年以上45年未満」から
「35年以上40年未満」に移動

*1：運開年度から実需給年度までの経過年数
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3. 経過年数*1別／発電方式別構成容量（2026年度）*変動アグリ・発動指令電源を除く

(単位：MW)
一般水力 揚水*2 石炭等*3 LNG 石油その他*4 原子力

*1：運開年度から実需給年度までの経過年数 *2 揚水：純揚水と混合揚水を合算 *3 石炭等：石炭とバイオマス混焼を合算 *4 石油その他：石油・LPG・歴青質混合物・その他ガスを合算
*5：その他再エネ：太陽光・風力・地熱・バイオマス専焼・廃棄物を合算

＊「その他再生可能エネ」(*5) 計上分は、凡例・ラベルを省略

193 232 211 370 369 166 242 365 819 787 654 748 1,741 2,399 3,760 271 1,489 801 456 2,215 
3,948 2,428 2,538 4,267 

2,559 1,233 
1,112 12 

2 
3,835 2,999 1,530 1,487 

8,118 
7,300 

6,599 

1,640 
2,938 

1,448 

675 
939 4 40 

6,559 7,716 9,527 10,027 

1,984 

14,171 

3,534 

3,834 1,635 2,358 

1,173 
922 270 

157 
1,425 47 2,013 

434 

65 676 
898 

2,557 

406 

1,147 

4,265 

782 
1,563 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

54 
2,051 3,491 

804 579 965 

1,140 

1,150 
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

349 115 153 140 725 39 
1,656 0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

落札

不落札
上限価格内

不落札
上限価格超

■経過年数65年以上
の供給力は水力発電
を中心に構成

0～5 70年以上5～10 10～15 15～20 20～25 25～30 30～35 35～40 40～45 45～50 50～55 55～60 60～65 65～70

0～5 70年以上5～10 10～15 15～20 20～25 25～30 30～35 35～40 40～45 45～50 50～55 55～60 60～65 65～70

0～5 70年以上5～10 10～15 15～20 20～25 25～30 30～35 35～40 40～45 45～50 50～55 55～60 60～65 65～70

■不落札電源は概ね運開後30～50
年経過した火力発電所により構成
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4. 非効率*1/非効率石炭以外の容量・構成比（年度別・落札/不落札別）

落札 不落札（上限価格内） 不落札（上限価格超）
(単位：MW)

8,807 , 91%

230 , 
2%

641 , 
7%

非効率*1

非効率
石炭以外

2024年度 2025年度 2026年度

31,304

8,252 , 92%

756 , 
8%

31,302

9,678
「石炭等」応札の

23.6％

9,008
「石炭等」応札の

22.3％

31,302
「石炭等」応札の

77.7％

31,304
「石炭等」応札の

76.4％

※2024年度は「非効率/非効率以外」の区分未実施

41,255
「石炭等」応札の

100％

（「石炭等」応札合計：41,255） （「石炭等」応札合計：40,982） （「石炭等」応札合計：40,310）

■非効率石炭火力の8～
9%が不落札であり、その不
落札分のうち、多くが上限
価格超での応札

*1：石炭火力について、入札時点での設計効率が42%未満。設計効率42%は超々臨界（USC）並みの効率。
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（参考）オークション結果推移 需要曲線と供給曲線

容量市場メインオークション約定結果
（対象実需給年度：2026年度）

（2023年1月25日）
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（参考）オークション結果推移 応札容量

容量市場メインオークション約定結果
（対象実需給年度：2026年度）

（2023年1月25日）
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（参考）オークション結果推移 調整機能あり電源の約定容量

容量市場メインオークション約定結果
（対象実需給年度：2026年度）

（2023年1月25日）
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1. 供給力の確保状況に関する分析

2. 容量市場における必要供給力の見直し方針
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容量市場における必要供給力の見直し

⚫ 2022年3月の電力需給ひっ迫を受けて、広域機関を中心に、供給信頼度評価に織り
込む厳気象対応等について、見直しを進めてきた。その結果、必要な供給力は、これま
でに比べて一定程度（H3需要の3～4％*1）増加することが見込まれている。

⚫ こうした必要調達量の増加分について、①実需給１年前に開催するかどうか判断する
2024年度分の追加オークションと、②実需給４年前に行う2027年度分のメインオーク
ションに、どのように反映するか。

⚫ 必要な供給力を確保し、国民生活及び経済活動に欠かせない電力の安定供給をより
万全なものとする観点からは、各オークションにおいて、増加分を確実に反映することが求
められる。

⚫ 他方、必要な供給力等の確保策としては、別途検討中の予備電源の仕組みのほか、
これまで一般送配電事業者が実施してきたkW公募や、電気事業法に基づき広域機
関が実施する電源入札があり、これらの仕組みとの関係も踏まえる必要がある。

⚫ また、必要調達量の増加による需要家の負担については、供給力の確保が卸市場価
格の安定化に寄与する点も踏まえて総合的に考慮する必要があり、安定供給の確保を
大前提としつつも、徒な費用負担の増加は避ける必要がある。

⚫ こうした点を踏まえ、供給信頼度評価の見直し結果の反映については、供給力確保策
全体の在り方や、各仕組みにおける費用負担・回収の在り方等に関する今後の電ガ
小委等における議論を踏まえつつ、検討していくこととしてはどうか。

*1：第81回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2023年1月24日)において提示された、供給信頼度における検討事項のうち、稀頻度リスク分、厳気象対応分の織り込み方を見直したことによる影響分
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（参考）調整力及び需給バランス評価等に関する委員会提示された基本方針

第81回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会
（2023年1月24日）資料1
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（参考）目標調達量の増加量試算結果

第81回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会
（2023年1月24日）資料1
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春季・秋季の厳気象対応・稀頻度リスクに対応する供給力の調達方法に関する検討

⚫ 調整力等委の整理において、春季・秋季の厳気象対応・稀頻度リスクの織り込み増加
分への対応として、安定電源の補修調整ではなく、発動指令電源の追加調達が提案さ
れているところ。

⚫ 発動指令電源の実効性については、2022年度夏季・冬季の実効性テストによる検証
結果が取りまとめられる予定であることから、2023年度メインオークション（2027年度実
需給）に向けては、その検証結果を踏まえて検討することとしてはどうか。

第81回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年1月24日）資料1
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（参考）発動指令電源の追加調達に関する御意見（第81回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会より）

・「一方で、追加的に発動指令電源を調達する場合、追加設備量の増加を抑制することができ、安価な発動指令電源の応札があれば調達コストの低減に
も期待できる。」との記載がある。正にその通りであるが、発動指令電源が期待値通りに稼働することを前提に進めるということに関しては、実業を日々現場で
見ている事業者の立場としては、需要家によって差があると思っている。例えば2024年度向けの実効性テストは、夏が終わって、今、冬をやっているところであ
る。この冬の実効性テストの中で色々な需要家の話を聞いていると、相当苦労している実態もうかがえる。例えば、ある事業者から我々にシフトをしてきた時に、
発動指令電源というのは年12回だということを説明し、それが春夏秋冬いつあるか分からないという話をすると、驚かれ、夏・冬だけと聞いていたと無邪気に言
う事業者もいる。したがって、まずは早晩出るはずの2024年度向け実効性テスト結果の実態を踏まえた上で、具体的な方法は国の審議会や容量市場検
討会で継続検討という方向性にしていただけると、現場を見ている者としては安心感があると思っている。

・スライド31、32に記載の春・秋の厳気象対応・稀頻度リスクのために発動指令電源の活用を検討するということは大変有意義であると思う。検討に当たっ
てはDR事業者にとっての収益の見通しがつきにくくなる面もあるかと思うため、現在既に行なわれている運用ではあるものの、継続して導入量の上限枠を設け、
調整係数が小さくなり過ぎないようにする等、DR事業者が参加し易い環境整備への配慮もお願いする。

・スライド32の追加供給力の調達方法に関して、発動指令電源の活用を基本方針とする案は調達コスト低減の上でも大変重要な取り組みと考え、是非そ
の方針で進めていただきたい。その際、kW価値、いわゆる調整係数もその時々の発動指令電源の導入比率等、電力の需給状況で変化するかと思うため、
しっかりとその点フォローの上にて客観的な調整係数の推定とセットでの取り組みを進めていただきたい。

・元々発動指令電源の活用を提案した時には、追加調達することによって従来の上限5%の部分の調整係数が下がることは念頭に置いていなかった。そのよ
うなところに全く影響を与えない提案をしたつもりである。したがって、今回の事務局の資料を使って、5%超えて取るのだから調整係数は下がって当然という妙
な議論にならないようにしていただきたい。

・先程来、質問があった春・秋の厳気象対応等分などを必要供給量の増加分を発動指令で対応することについて、是非とも安価な電源でいけるのならば検
討をどんどん進めていってもらえればと思うが、先程の調整係数や、冒頭オブザーバーから意見のあった実効性の実態等もしっかりと踏まえた上で、どういう見方
をするかは今後、検討いただくという認識である。是非宜しくお願いする。

・今回、必要供給力の増加分については発動指令電源の追加調達ということを考えている。これについてもご懸念の声があり、実効性テストを踏まえた上で
しっかりしたDRを使っていくべきだというご意見があったと認識している。安易に発動指令電源がどんどん出てくるというわけではないと思うため、こうしたものもしっ
かり育てていく視点というのが重要だと考えている。

(第81回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会議事録より、発動指令電源の追加調達に関連する部分を抜粋)


